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凍土遮水壁凍土遮水壁 施工時における汚染拡散防止の基本方針施工時における汚染拡散防止の基本方針

汚染の状況（次頁参照）

中粒砂岩層

比較的高濃度に汚染されている部位が確認されている。

互層部

 Fz-5で3,100～4,700Bq/Lのトリチウムが確認されているものの，告示濃度レ
ベル以下である。

Cs134Cs134：：4.74.7～～230Bq/L230Bq/L
Cs137Cs137：：1010～～440Bq/L440Bq/L
全全ββ：：1818～～880Bq/L880Bq/L
HH--33：：NDND（（2.82.8）から）から96,000Bq/L96,000Bq/L

Cs134Cs134：：NDND（（0.20.2～～0.4Bq/L0.4Bq/L））
Cs137Cs137：：NDND（（0.20.2～～0.4Bq/L0.4Bq/L））
全全ββ：： NDND（（1313～～17Bq/L17Bq/L））
HH--33：：NDND（（100100）～）～4,700Bq/L4,700Bq/L

汚染拡散防止の基本方針

中粒砂岩層の比較的高濃度の汚染については，その下部の透水層（互層部以
深）に汚染を拡大させない。

互層部の汚染についても，更にその下部の透水層（細粒・粗粒砂岩層以深）
に汚染を拡大させない。
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No.2-4

H25J④

H25J⑦

汚染の状況汚染の状況 ――凍土遮水壁凍土遮水壁 海側海側ライン付近－ライン付近－

770ND(15)4.51.1H25 12/9SD56

430949942H25 12/9SD59

ND(2.8)18104.7H25 12/5SD32

210880430160H25 12/5SD27

49042176.1H25 11/27SD2

96,00030018068H25 11/27SD1

中粒砂岩層

互層部

ND（110）ND（16）ND（0.5）ND（0.4）H26 5/21No.2-4

3,100ND（15）ND（0.3）ND（0.3）H26 5/28
Fz-5

ND（110）ND（13）ND（0.4）ND（0.2）H26 4/22Fz-8

4,700ND（15）ND（0.3）ND（0.3）H26 6/4

ND（100）ND（13）ND（0.3）ND（0.2）H26 4/.24Fz-4

130ND（17）ND（0.3）ND（0.4）H26 5/9H25J⑦

H-3全βCs137Cs134採水日場所

ＮＤ（110）ＮＤ（15）ＮＤ（0.2）ND（0.3）H26 4/29H25J④

60,000ー※9060告示濃度

※NDは検出限界値未満を表し、（）内に検出限界値を示す。

単位：Bq/L

■調査位置図

■調査結果

：凍土遮水壁設置箇所

：中粒砂岩層

：互層部

SD2SD2 SD1SD1
SD27SD27 SD32SD32 SD59SD59

SD56SD56

FzFz--88

FzFz--55
FzFz--44

：告示濃度以上
：告示濃度以下

～検出限界

※全βに関しては
ストロンチウム90の
告示濃度が30Bq/Lで
あり，全βへの寄与
率を50%と仮定して
60Bq/Lを境界とした。
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スタンドパイプの施工範囲についてスタンドパイプの施工範囲について

前提条件

①放射性物質による汚染

中粒砂岩層は比較的高濃度に汚染され
ている部位が確認されている。

Fz-5で告示濃度より1桁低いが互層の
トリチウムが確認されている。

②海側ライン下の地下水位

互層水位は北側（Fz-4）を除いて，

中粒砂岩層（SD）水位よりも低い。

（Fz-5，H25J④，H25J⑦，Fz-8）

粗粒砂岩層水位は互層水位よりも高い。
（Fz-6，Fz-7）

施工範囲

Fz-4 Fz-５ Fz-６

SD1

H25J④

Fz-７

SD32

H25J⑦

Fz-8

SD59SD27

凍土壁ライン

SD2
SD56

スタンドパイプ施工範囲

（平成26年6月23日）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

（O.P.m）

埋戻土・中粒砂岩層 互層部 粗粒砂岩層

※SD59はH26.6.30のデータを使用

Fz-4 SD1 Fz-5
SD27

Fz-6 H25J④
SD32

Fz-７ H25J⑦
SD59

Fz-8SD2 SD56

（互層）
トリチウム：3,100～4,700Bq/L

●スタンドパイプ無
中粒砂岩水位＜互層水位であり，
中粒砂岩層の汚染は互層に拡大し難い。

●スタンドパイプ設置（中粒砂岩層まで）
互層水位が中粒砂岩層水位よりも低いため，凍
結管施工時において中粒砂岩層の汚染を互層に
拡大するおそれがある。
そのため，中粒砂岩層にスタンドパイプを施工
する。
なお，粗粒砂岩層の水位は互層水位よりも高い
ため，互層の汚染は粗粒砂岩層に拡大し難い。

（中粒砂岩層）
トリチウム：96,000Bq/Lなど

注；SD-27，SD-56は他のSDと連通

H26/6/23H26/4/1～H26/6/23の範囲
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以下参考
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（平成26年6月23日）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

（O.P.m）

埋戻土・中粒砂岩層 互層部 粗粒砂岩層

※SD59はH26.6.30のデータを使用

Fz-4 SD1 Fz-5
SD27

Fz-6 H25J④
SD32

Fz-７ H25J⑦
SD59

Fz-8SD2 SD56

【【参考参考】】スタンドパイプ設置範囲に関する地下水流動上の懸念事項スタンドパイプ設置範囲に関する地下水流動上の懸念事項

互層水位が高い北側から南側に地下水が流動することによる汚染

北 南

互層水位分布と流線ベクトル（現状想定解析） 互層水位分布と流線ベクトル（海側遮水壁閉合後）

•互層部の流線ベクトルは現状，海側遮水
壁閉合後，いずれについても山→海（西→
東）への地下水流動が卓越していると想定
される。（ただし，実際の互層水位は解析
による想定よりも最大2m程度低い。）

•濃度差による拡散の影響は，地下水流動
による拡散と比較して非常に小さいと考え
られることから，Fz-5付近の互層の汚染

（ﾄﾘﾁｳﾑ）が南側に拡がる恐れは低いもの
と推定される。

（互層）
トリチウム：3,100～4,700Bq/L

：解析値（現状想定）

Fz-4 Fz-5
H25J④H25J⑦

Fz-8
Fz-4 Fz-5

Fz-8
Fz-4 Fz-5

H25J④H25J⑦
Fz-8

Fz-4 Fz-5
Fz-8

海側遮水壁内はウェルポイントで揚水
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【【参考参考】】スタンドパイプによる汚染防止策についてスタンドパイプによる汚染防止策について

目的； ボーリング削孔中の汚染拡散防止の対策
・１～４号機建屋海側では、上部透水層（中粒砂岩層）の地下水に汚染が確認されている。
・上部透水層（中粒砂岩層）水位＞下部透水層（互層）水位 である部位が確認されている。

⇒ 深部までのボーリング削孔を行う際に，汚染が上部から下部の透水層へ拡散する可能性が
否定できないことから、スタンドパイプ（鋼製保護管）を用いた汚染拡散を防止する。

スタンドパイプなし スタンドパイプあり
ボーリング孔削孔

下部透水層下部透水層
の被の被圧水位圧水位

上部透水層上部透水層
の地下水位の地下水位

スタンドパイプ

鋼製の防護管

ボーリング削孔中に一時的に地下
水が移動するおそれが有る。

（削孔完了後はケーシング周囲を
固化材で止水）

下部透水層下部透水層
の被の被圧水位圧水位

上部透水層上部透水層
の地下水位の地下水位

スタンドパイプ

（鋼製保護管）

ボーリング孔削孔

下部への地下水の流れ
（上部透水層（中粒砂岩層）の地下水位
＞下部透水層（互層）の水位の場合）

透水層 難透水層

上部透水層上部透水層

下部透水層下部透水層

上部透水層上部透水層

下部透水層下部透水層
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【【参考参考】】スタンドパイプの概要スタンドパイプの概要

イメージ図

項目 仕様

ケーシング

材料 鋼管

材質 S45C

外径 φ216.３mm（基本）

肉厚 t＝15mm

長さ 14～20ｍ程度

固化材 セメントベントナイト

・凍結管保護管より一回り大きな径の鋼製のケーシング（スタンドパイプ）を、透水層下の難透
水層（泥質部）に１ｍ程度根入れし，ケーシング周囲をセメント系材料の固化材（セメントベン
トナイト）を用いて止水する。その後，凍結管保護管で泥質部以深を削孔する。

泥質部

中粒砂岩

泥質部

スタンドパイプ
（φ216.3）

互層部

凍結管
φ114

水ガラス

凍結保護管
φ165

確実にコンタミを防止
するため、地層の不陸等
を考慮して透水層下の
難透水層に約１ｍ根入れ

スタンドパイプおよび凍結保護管の削孔後、鋼管外側を
セメント系の固化材を充填して止水（１日程度で硬化）
する

固化材

ｽﾀﾝﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ外側

固化材

凍結保護管外側
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－

800

55

ND(2.8)

650

210

190

530

750

1,600

1,300

3,000

2,500

2,700

3,200

250

450

490

96,000

H-3

既
設
ピ
ッ
ト

H26 4/28－2,500920

H25 12/6720800330

H25 12/5686825

H25 12/518104.7

H25 12/55524103号機

H25 11/281406427

H25 11/28490350150

H25 12/26903401402号機

H25 11/281,100720270

430

190

130

100

84

270

360

2,100

17

180

Cs-137

880

340

230

200

200

550

590

3,100

42

300

全β 採取日Cs-134

H25 12/2110

H25 12/2160

H25 12/551

H25 12/572

H25 12/5160

H25 11/27800

H25 12/437

H25 12/445

H25 11/276.1

H25 11/27681号機

ピット建屋

－

11,000

－

160

－

－

1100

55

18

160

490

320

320

110

36

430

250

770

590

530

680

1,200

89

H-3

H26 5/15ND(11)2.60.92

－－－－

－－－－

H26 6/4ND(14)ND(0.84)ND(0.69)4号機

－－－－

－－－－

H26 3/2623114.03号機

H26 1/14ND(11)2.71.3

H26 1/23ND(13)2.21.12号機

新
設
ピ
ッ
ト
（参
考
）

1号機

4号機

建屋

H25 12/2ND(15)ND(0.98)ND(0.75)

H26 3/4ND(14)5.75.2

12

7.2

ND(0.71)

ND(0.97)

99

59

4.5

9.3

4.6

28

15

49

Cs-137

62

ND(21)

ND(11)

ND(12)

94

83

ND(15)

ND(15)

ND(15)

ND(15)

27

73

全β

H25 12/620既
設
ピ
ッ
ト

H25 12/91.1

H25 12/927

H25 12/942

H25 12/3ND(0.97)

H25 12/18ND(0.66)

H25 9/13.0

H25 9/14.8

H25 12/92.6

H25 12/91.1

H25 12/911

H26 4/285.8

採取日Cs-134ピット

55

53

56

32

25

26

27

1

2

23

24 Ｎ３

Ｎ４

Ｎ1

Ｎ2

Ｎ5

Ｎ6

Ｎ7

Ｎ8

Ｎ9

Ｎ10

Ｎ11

Ｎ12

Ｎ13

8

9

18

19

20

21

31

33

34

40

45

51

52

58

59

22

■■11～～44号機サブドレンピットの水質調査結果号機サブドレンピットの水質調査結果
単位：Bq/L

Ｎ14

Ｎ15

※「-」部分は今後、採水が可能となった段階で水質調査予定。
なお，40ピットの全β，H-3については油分が多く分析不可
のため，今後油分を除去後分析を実施予定。

※「ND」は検出限界値未満を表し、( )内に検出限界値を示す。
※N14ピットのH-3について，全βがNDとなっていることから，

再分析を実施した結果，8,900Bq/L。

【【参考参考】】上部透水層（中粒砂岩層）水質測定結果上部透水層（中粒砂岩層）水質測定結果ⅠⅠ－サブドレンピットからの採水による測定－－サブドレンピットからの採水による測定－
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55

56
3212

23 24

■■11～～44号機サブドレンピット号機サブドレンピット配置図配置図

8

9

19

20

21

22

33

34

40

45

52

585931

Ｎ３ Ｎ４

18

Ｎ1

Ｎ2

Ｎ5 Ｎ6

Ｎ7 Ｎ8
Ｎ9 Ｎ10

Ｎ11

Ｎ12

Ｎ14
51

既設サブドレンピット

新設サブドレンピットＮ

252627

53

Ｎ13

Ｎ15

【【参考参考】】サブドレンピット配置図サブドレンピット配置図
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■１～４号機建屋周辺地下水観測井の水質調査結果■１～４号機建屋周辺地下水観測井の水質調査結果
単位：Bq/L

1号機 2号機 4号機 1号機 2号機 3号機 4号機

1T-1 1T-2 1T-3 1T-4 1T-5 1T-6 2T-1 2T-2 4T-1 1R-1 2R-1 3R-1 4R-1

平成25年

9月5日 9月19日 9月5日 9月11日 9月13日 10月1日 12月2日 9月11日 9月11日 9月9日 9月5日 9月3日 9月25日 9月18日

13:00 12:15 11:00 11:50 10:00 10:45 10:30 13:00 11:35 10:30 12:50 10:00 11:00 9:20

ND(0.37) ND(0.38) ND(0.54) ND(0.46) 0.64 ND(0.47) ND(0.82) ND(0.36) ND(0.47) ND(0.38) 0.64 ND(0.55) ND(0.43) ND(0.46)

ND(0.47) ND(0.45) ND(0.52) 0.88 0.90 ND(0.62) ND(0.84) 0.66 ND(0.60) ND(0.44) 1.3 0.97 ND(0.58) ND(0.59)

ND(21) ND(18) ND(21) 9,500 7,000 3,200 13,000 ND(24) 830 ND(17) ND(21) 36 ND(17) ND(18)

200 200 80,000 2,700 4,200 7,500 3,300 20,000 770 1,800 150 31 1,100 ND(7)

0.90 1.3 1.1 7,500 　ー 2,900 8,700 0.36 740 ND(0.28) 0.46 2.4 ND(0.26) ND(0.28)

＊NDは検出限界値未満を表し、「その他γ」を除き（　）内に検出限界値を示す。

＊測定対象外の項目は「－」と記す。

採取時刻

Cs-134（約2年）

Cs-137（約30年）

採取日

全β

H-3（約12年）

Sr-90（約29年）

建屋海側                            建屋山側

観測井

※採水日；H25.9.3～12.2

【【参考参考】】上部透水層（中粒砂岩層）水質測定結果上部透水層（中粒砂岩層）水質測定結果ⅡⅡ－周辺地下水観測井の採水による測定－－周辺地下水観測井の採水による測定－
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【【参考参考】】下部透水層（互層部）水質測定結果下部透水層（互層部）水質測定結果 －地下水観測井の採水による測定－－地下水観測井の採水による測定－

ND（110）ND（16）ND（0.5）ND（0.4）H26.5.21No.2-4

3,100ND（15）ND（0.3）ND（0.3）H26.5.28
Fz-5

ND（110）ND（13）ND（0.4）ND（0.2）H26.4.22Fz-8

4,700ND（15）ND（0.3）ND（0.3）H26.6.4

ND（100）ND（13）ND（0.3）ND（0.2）H26.4.24Fz-4

130ND（17）ND（0.3）ND（0.4）H26.5.9H25J⑦

H-3全βCs137Cs134採水日場所

ＮＤ（110）ＮＤ（15）ＮＤ（0.2）ND（0.3）H26.4.29H25J④

60,000ー9060告示濃度

※NDは検出限界値未満を表し、（）内に検出限界値を示す。

単位：Bq/L

■互層部の水質結果（タービン建屋東側）
調査位置図

：凍土遮水壁設置箇所

：既設観測井

：凍土遮水壁用地質調査＆観測井

No.2-4

H25J④

H25J⑦

調査結果



12無断複製・転載禁止 東京電力株式会社・鹿島建設株式会社

0

1

2

3

4

5

6

7

H
2
6
.4

.1

H
2
6
.4

.1
1

H
2
6
.4

.2
1

H
2
6
.5

.1

H
2
6
.5

.1
1

H
2
6
.5

.2
1

H
2
6
.5

.3
1

H
2
6
.6

.1
0

H
2
6
.6

.2
0

H
2
6
.6

.3
0

地
下

水
位

(基
準

O
P

.m
)

Fz-4（互層部）

SD１（中粒砂岩層）

SD2（中粒砂岩層）

0

20

40

60

80

100

浪
江

日
雨

量
(m

m
)

浪江雨量データ期間；
Ｈ26.4 .1～H26.6 .26

【【参考参考】】各地層の地下水位（各地層の地下水位（10m10m盤）盤）(1(1号機海側号機海側))

■１号機Ｔ／Ｂ海側

SD１Fz-4
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【【参考参考】】各地層の地下水位の関係（各地層の地下水位の関係（10m10m盤）盤）(2(2号機海側号機海側))
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【【参考参考】】各地層の地下水位の関係（各地層の地下水位の関係（10m10m盤）盤）(3(3号機海側号機海側))
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【【参考参考】】各地層の地下水位の関係（各地層の地下水位の関係（10m10m盤）盤）(4(4号機海側号機海側))
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（平成25年12月23日）
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【【参考参考】】各地層の地下水位の推移（タービン建屋海側・南北断面）各地層の地下水位の推移（タービン建屋海側・南北断面）

※グラフの横軸の間隔
は、Fz-4を起点とし

た南北方向の位置関
係を示している。

北 南

北 南
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